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精巣周囲白色脂肪組織（Epididymal white adipose tissue：WAT）と胸部大動脈周囲脂肪組織(Thoracic 
periaortic adipose tissue:tPAT)の表現型変化を解析した．Offspring-HFD 群では Offspring-ND 群に比べ




ロファージの分化・増殖に重要な役割を果たす Macrophage colony stimulating factor（M-CSF）の遺
伝子および蛋白発現レベルが Offspring-HFD マウスの tPAT において亢進していることが確認された．
両群間の動脈硬化形成が同等である時点において，tPAT における M-CSF 発現レベルの亢進が炎症
性形質変化に先行して認められた．このことから申請者らは母体高脂肪食負荷による出生マウス仔
の M-CSF の遺伝子発現修飾が tPAT における特異的炎症性形質変化を惹起したと考察している． 
次に申請者らは tPAT 移植実験での検討を行った．8 週齢の両群マウス仔から採取した tPAT をレ
シピエントマウスの腹部大動脈周囲へ移植し動脈硬化形成を解析した．全大動脈での動脈硬化形成
は両群間で同等であったが，tPAT 移植部位である腹部大動脈において Offspring-HFD マウスの tPAT
を移植したレシピエントマウスでは有意な動脈硬化形成の進展を認めた．このことから申請者らは
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